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前号の小論において錐希は,GalsworthyのFb"SyfeS"gg(1)について
ちょっと触れたが，この作品と"o""'"E〃α(2)を読み比べるとき，われわ
れは興味深い幾つかの輌実を発見するであろう。ここではその評細な比較検討
をする余裕はないが，発表年代からみてもTheM""qfP"""〃は1906年
であり,"b"αjasE""は1910年である。両作品とも,BritiShEmpireを築
きあげた功績をになうイギリスのuppermiddle-classを，それと対照的な内
面的精神的なものに生きる人々と対比させて削者を批判的に描いているという
点，作品のテーマの上からいっても非常に似通っている。しかも，この両者の
斗いは，どちらの作品においても，結局は，文学・芸術を愛する人々の勝利に
終るのだが，しかし作品から腕者が受ける印象は，反って敗北するupper
middle-cla弱の俗物たちから受けるものの方が強烈であるという点，つまり，
作者が同情し，支持している登場人物たちよりも，むしろ，非難し，糾弾して
いる人物たちの方が生き生きとrealに描かれているのは皮肉な共通点である。
従って，読者の脳裡に読後，錨きつけられる印象は，芸術や文学の世界の，
business,materialismのllt界に対する勝利とし､う作者の期待乃至は予言ではな
くて，むしろ，批判的に描かれているForsytesやWilcoxesの像であり，作
者がこれらの作品を番いた主な意図も，反って，彼らの姿を描き出すことにあ
ったのではないかと思われるほどである。ただ，そうした甚だ似通ったテーマ
を扱いながら，この二つの作品は，作者の資質，性絡の連！､から非術に異なる
世界をつくりあげているのは当然である。たとえば,Forsterの作品は現代文
明を象徴する都会Londonに対して，内面的生活の場としての糸朴な自然，土
に対するロマンチックなnostalgiaによって色濃く染められており，同時に
motor-car,newsmper,golf-dub,hayなど数多くのsymimlを用い，また超
自然的能力やwisdomをもつ人物Mrs.Wncox,その分身ともいえるMigg
Averyを配することによって，作品を象徴的予言的なもの，半ば神秘的なもの
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にしている。それに対して,Galsworthyの作品は，一口にいって十九世紀末
から二十llt紀にかけてのForsyte一族の一大絵准物ともいえるrealismの世
界であって,lii荷のようなmysticismを少しも感じさせない。そのように，
もちろん笹だ異質的作品であるが，とにかく,Inlじイギリスの，しかも殆んど
同時代のuppermiddle-classを対象としてとりあげているこの二つの作品を
挑み比べた場合，筆者には,Forsytesの方がWilcoxeSよりも，人間的に
realに描けているという感じがする。いや，ことによったら,realということ
ばは，この場合当らないかも知れないが，とにかく,Forsytesには人間的魅力
を感じさせるものがある。Wilcoxesの方は余りにも一ini的で，いわゆる悪玉
に描かれすぎている。それは作品のテーマの上からのやむをえない結果ではあ
ったろうが，とにかく，人物が余りにも片よったものに伽かれすぎている。一
jk,Forsterの作品には，余り魅力のある人物が登場しない。鉦者のForsterの
作品に対する股も大きな不満もこの点にある。優れた作品には，暁後いつまで
も銃者の記憶に残る人物が必らず一人や二人いるものだが,Forsterの作品に
はそれがない。この“""dsE""にしても例外ではない。軒新自身は，
Margaretに一番好意を寄せていると言っており，確かに作者に一播近い存在
という印象を受けるが，そのMalgal℃tにし･ても，その言動や巡命に読者の関
心をぐいぐいと葱きつけてゆくだけの迫力に乏しい。これは,Forsterにあっ
ては，作者のテー マ,meS"geが人物に常に優先しているためであろうが，小
説家として，惜しむべき欠陥といえよう。
しかし考えてみると，こうした欠陥は,Forsterの作品のみならず，現代小
j悦一･般に共通する欄命ともいえる欠陥かも知れない。つまり，現代小説におい
ては，大体において，作品のテー マあるし､はそれに附随するプロットが人物に
優先しているということ，登場人物は作者が伝えんとするテー マ,meSmgeを
具象化するのに奉仕するpuppetに止まり，十分な肉づけが行われていないと
いうこと，あるいは，そうならざるをえないほど，現代のわれわれをとりまく
畷境がのっぴきならぬ問題を含んでおり，作者もそうした間翅を人物を犠牲に
してまで扱わなければならぬほどせっぱつまった状態，余裕のなさに追いこま
れているということなのであろう。以前の一人あるいは数人の魅力ある人物を
中心に，その運命，行動を辿ることにより，人間一般の問題を提示し，また，
その生きた時代，社会環境を浮き彫りにするといった，いってみれば，余裕の
あるいき方ができなくなり，現在は，逆に，人物が特殊な現代的状況や，作者
のテーマを説明し例証するために使われる－それも，多くの場合，特定の強
烈な個性をもった人物ではなくて，人間一般に通じる顛型的な人物が，ある特
殊な状況，条件の下に，どのように反応するかといった一献の化学的実験じみ
た小説になっているような感じを与える。このような小脱がかっての如き広施
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な一般読者咽の支持を失い，ごく--部少数の関心しか葱かなくなっているのは
当然の成行といわねばなるまい。
とにかく，現代の小,塊あるいは芸術-雑の行きづまりは，必らずしも，想像
力の澗掲によるものではなく，想像力を働かせる場をわれわれが喪失したこと
に少くともその一斑の原因があるのではなかろうか。科学の進歩，文明の発迷
は，余りにも，人冊の環境から，人間の存在それ自体から，その神秘性を奪い
すぎた。夢をなくさせた。「月」一つ例にとっても，古人が凡に対して抱いた
詩的,1,'i緒的感興を，われわれは抱くことができなくなった。このような状態
において，既成の芸術がそのままの形で背日の如き雑々 しい役割を演じること
ができないのは当然であり，小説も，その例にもれず，時代の変化に応じて，
その性格を変えつつあるのもまた必然の成行なのであろう。
さて筆が柵道にそれたが，この小紬においては,HHoz"""dSE"において，
Uppermiddle-Classがどのような而から描かれ，どのような点が批判の対象と
なっているかをこれから考えてみたい。
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Forsterは1920年に発表した注目すべきessay,NotesontheEnglish
Character-A6ingW'"""eSt(1936)(3)に収録一において，イギリス国
民の性絡の根本はmiddle-class的なものであると断じ，その特徴はsolidity,
caution,integrity,efficiencyそしてlackofimagination,hyp"risyである
と述べている。これらの特徴は，すべての凪のmi(ldleclassの性絡を特徴づ
けるものであるが，イギリスの場合，中産階級が過去150年にわたってその支
配的中心勢力であったが故に，それが一般の国民的性榊こまでなっているとい
う。ForsterがHb"α穴fsE"dに･kって描ぎぅ猟劾したのも，そうした【I嘘
階級の性枯，ことに，惣像力の欠如，偽神的性絡であった。・し､や，それは
"oaU"""E"dばかりでなく，その処女作W〃"℃A"gelse"'"T"αd
（1905）から，峨後のAP"SS"gcioI"d"(1924)に競るまでの全作品にお
いて終始，その批判，攻雌の的になっているのである。その点が，この作品と
GalswOrthyのFbrSyleS電αとの大きな相逮点の一つとなっている。Fbj"fe
Sagaも同じようにイギリスの中産階級をとりあげて械玉にあげているが，作
者の攻撃の的は，主として，彼らのthesenseofpro"rtyであり,the
Forsytesがmonetaryvalueをすべての価値評定の）岬:としている点である。
Galsworthyは，この南と財産とを妓終の拠り所として，文学も芸術も，宗教
をも信じない彼らの生き方を，芸術と愛に生きる人々 との対立conflictという
形で描き，前者を断罪しようとした。これに対しForsterは，こうした物賛的
なもののみを僧じる特性が，想像力の欠如，偽善的性絡と相俣って，心ｲﾙの上
I??
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に，対人111係に，どのように働いているかを,WIII的なものを侭じる人々 と対
比させて描き，さらに，人間の生きﾉj,あるべき炎に対する作蒋の隅条を伝え
んとしている‘，つまり,l'ilじょうにmaterialismな批判してい･〔も，その
antithesisとしてli咽に押しIIIしているのは,Forsterの場合，文学とか災と
か芸術ではなくて，人間間の心のつながりであり，偏頼であり，愛1ルー love
ではなくafectionあるいは友1,'i-である。，.H・Lawrenceは，機械文lりl
物質文明に押しつぶされて自己の本来の姿を兇失った人間の救いを，リ)女柵の
愛ｲPSeXを雌盤とするphysicalloveに求めんとしたが,Forsterはその希
望をpersonalrelationに託したのだ。そこにおいて亜要なのは愛梢であり，
それを裏切らぬ忠誠である。愛梢から思いやりがl1lてくる。その思いやりには
相手の立珊にI]分を侭く想像力，感怖移入のための想像力が不可欠なものとな
る。ここに,Forsterがmiddle-classの想像〃の欠如をあれほど烈しく非雌
攻'砿した]'llllを見Ihすことができよう。文学や芸術を愛するためには，もちろ
ん，この想像ﾉjが必要である。しかし,F()rsterが強調するのは，文学や芸術
そのものではなくて(4)その成立を可能にし，それをappreciateすることを
可能にする想像〃であり，現災の人間IﾘI係I"rsonalintercourseにおいて鋤く
想像〃である。
さてHb"α"ThE"dに壷場する人物を,money,propertyに対するそれぞ
れのIMI係乃系考え方から，おおよそテミつのclassにわけることができる。この
分翻は袋た，文'誰，芸術広くいってcllltureに対する彼らの姿勢に雑づくわけ
方とも一致する。すなわち，先ずBritishEmpireを築きあげたupl)er
middle-classの代表theWilcoXesn彼らは専ら財の独得，保持に汲々 として，
thethingsofthespiritに少しもIM心"!fたない種族である。彼らにあって
は，あらゆるもの，あらゆる人間が，ただ彼らにとつ-ご利川価値があるかどう
かによってはかられるっ
afellowforwhomlneverdi(Ihavemuchuse,andhave,lessnow.
(pp、219-220)
allthethingsandpeopleforwhomheha(lneverhadmuchuse,
an(llessnow.(p､261)
彼らはつまり,Galsworthyの描くForsytesとliil--禰族である。
Forsytes,whobelieveinnopeofthesethings(=literature,science,
evenreligion),buttumthemalltouse.
T"eMα〃QfP""j'〃ch.X.
二播目は，親渡りの財産によってCultureの'1活を楽しむtheSchlegels,
この姉妹の父がmaterialismの”こおおわれる帝lil主義ドイツから逃れ，イギ
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リス婦人と結婚してイギリスに帰化したidealist-KantやHegeIと同じ
祖|｣Jを持つドイツ人一一であることは意味深いことである。彼女らも父とl'ilじ
く，知的ではあるが肌念的・でありimpraclicalであって，』峡の間脳にうと
い人々である。
theydidnotfolloWourForwardPolicyinThibetwiththekeen
attentionthatitmerits,andwouldattimesdismi=thewhole
BritishEmpirewithapuzzled,ifreverent,sigh．(p.29)
作者はmaterialism対spiritualismというantithesisを,masculineworld
対･feminineworld,すなわちWilcoX家対Sclllegel家という形で提川して
いる。シュレー ゲル家は父の在世当時からfeminineであり(p.46),Tibbyと
いう弟がいることも，少しもその性絡を変えるのに役立っていない。いやむし
ろ，逆にそれを強調するのに役立っているとさえいえよう。というのは，名刺
からして弱々 しい磯.じを9･えるこのTibbyは，慨念的肚界に没入して現実の
11堺に一向関心を持たない男であり，－いくら姉にすすめられても就職しよ
うとはせず,Iwantcivilizationwithoutactivity.(p.118)という一男に
してはうますぎる下つきで家族の者にお茶を流れてやり,CAuntieTibby'と
Helenから，からかわれる男なのだ｡(p、45)
第三の蜜場人物LeonardBastは，本来ならば，羊飼あるし､は野良の働き手
として土に生きている笛の人間であって，機械文lﾘ)の発達によって都巾に吸収
され，「燕尾服と一・掘りのidelsのために助物の栄光を捨てた」(p.122)数
多くの若者の－－人である。彼はLondonの火災保険会社に勤めて辛うじてその
糊口をしのぎ，乏しい金をさいて音楽会に通ったり,Ruskinを謎んだり
(Ruskinは当時cultureに憧れる若者の必細1｝と券えられていたらしい),
鯰を鮭徴したりしてtllenaturalmanとtllephilosophicalmanとの刑に横
たわる深淵を泳ぎわたろうともがく人間である。従って，食べるために働かな
ければならぬBastのmOneyに対するIMl係は，上にあげたSClllegelsfJ
Wilcoxesと自ら異なる。彼にとっては，金のあるなしはそのまま肉体的'k命
の維持に頂粘する切爽な問題である。以kの他にも，色々な人物が出てくるが
先ず，この三二荷がこの作品の鮫も亜要な人物といってよかろう。この三背のか
らみ合いから，1'崎がどのようにそのテー マをjj]及しているか，これから探っ
てみることにし'kう･
作品は先ず，大陸旅行で知り合ったWilcoxesに招かれてHowardsEnd
邸を訪れたHelenが，そこの二男のPaulと恋におちるところから始まる。
Helen自身aregularhen-coopと呼ぶ(p､45)女性的な家庭に行ったHelen
は,Wilcox寂を訪れて,121分の宗とは異面のり)性的雰囲気に葱かれる。Paul
’_里』
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に恋したのも，別にPaul自身に魅力を感じたのではなく，彼女が雌まれて始
めて接した男性的な家庭に，たまたま彼女に適当な相手はPaulしかいなかっ
たからだ。
Thetruthwasthatshehadfalleninlove,notwithanindividual,
butwithafamily. (p､24)
しかし，その恋も一夜にして冷める。彼女がその中にtherobustid"lを
発見したと考えた彼らの雌々 しさ，男らしさは，実は単に内而の空虚を糊酸す
るためのみせかけでしかなかった。
IfeltthatthewholeWilcoxfamilywasafraud,justawallOf
newspapersandmotor-carsandgolf-clu",andthatifitfelllshould
findnothingbehinditbutpanicandemptiness.(p，27)
かくて夢からさめたHelenは，その後，最後まで徹底的なWilcoxesの批
判者となる。第五末に入って，郷台はQueen'sHallに変わり,LeonardBast
が初めて登場する。彼は例の如く,cultureを身につけんものと，ここにベー
ト ヴーェンの第五交辨曲をききに来て遇然Schlegel姉妹と隣合わせる。音楽
に夢中になって我を忘れたHelenは,Bastの傘をうっかり間迎えて持ち州る。
それに気がついた途端，彼はもはや，それまでのように音楽に陶酔できなくな
る。貧乏な彼は,Helenが間述えて持っていったのだと軽く考えることができ
ない。盗まれたと思うと，平生彼にとって最も関心の深い笛の芸術の渦も
MonetもDebussyも彼の頭を糸通りする。
hecouldnotquitefOIgetalmuthisstolenumbrelia･Yes,the
umbrcllawastherealtrouble・BehindMonetandDebussythe
umbreUa"rsiste(1,withthesteadybeatofadrum."Isupposemy
umbrellawilllmallright,"hewasthinking．"Idon'treallymind
amutit.Iwillthinkaboutmusicinstead.Isupposemyumbrella
will"allright."(p、42)
しかも，それほど彼が心を頬わせる傘は，よれよれに傷んだ破れ傘だったの
である。(it'sallgonealongtheseams､It'sanapmllingumbrella．p.43)。
作者はここでtherichとthepoorをかみ合わせて，その考え方の相述
(それは後に述べるように，必ずしも財のあるなしだけにｿ,§づくものではない
が）をHelenの一つの行為をめぐって描き出そうとしているのだ。therichと
thepoorの相違は，単に財の有無だけに止まるものではない。 第七素で
Margaretは伯母に向かっていう一
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"Istandeachyearuponsixhundredpounds……Andallour
thoughtsaI℃thethoughtsofsix-hundred-pounders,andallour
speeches;andixacausewedon'twanttostealumbrellasouIselves,
wefOrgetthat"lowtheseapeopledowanttostealthem,anddo
stealthemsometimes,andthatwhat'sajokeuphere.isdownthere
reality-"Kp.64)
ここに財のあるなしが人間のものの考え〃，感じ方の上に，どのように大き
な影縛を及ぼすか，従って人|Ⅲ川の理解とAi噸を妨げるどんなに大きな障害と
なるかという点についての作蒋の主張を読みとることができよう。Schlegelsが
therichに屈し,Bastがthepoorに腿する人間である限り，この両者の間
には典の理解は成立しえない－たとい，この姉妹がどんなにBastにIml梢し
よう．とも。所詮，彼らはお互い，異なる世界に住む人間なのだ。第二十七噸の
HelenとBastとの対拙は，このことを如実に例征するものである。WilcoX
のいらざる忠告によって失職してその日のパンにもこと欠くRaatは，もはや
芸術にも本にも，以IIIのような興味を抱くことができない。彼の頭のII!には，
ただ仕!lfの口をみつけることができるかということしかない。これに対して
Helenは，この人生にはもっと大切なものがあるではないか，美しいものが，
音楽が,災しい星空のドの独り歩きがと黄める。それに対してR3Etは巻える－
"Walkingiswellenoughwhenaman'sinwork,"heaIIswered.
"Oh,Ididtalkalotofnonsenseonce,butthere'snothinglikea
Ixliliffinthehousetodriveitoutofyou.WhenIsawhim
fingeringmyRuskinsandStevensons,Iseemedtoseelifestmight
1℃al,anditisn'taprettysight.Mybooksareinckagain,thanks
toyou,butthey'llneverbethesametomeagain,andlshan't
everagainthinknightinthewoodsiswonderful.”
"Whynot?''askedHelen.
G6Becauselseeonemusthavemoncy..，
"Well,you'rewrong.”
"Iwishlwaswrong,but-theclergyman-hehasmoney
ofhisown,orelsehe'spaid;thepoetorthemusician-just
thesame;thetramp-11e'snodifferent･･･…MissSchlegel,メルe
沌郵＃〃"g's"""ay,""α〃j〃eJ'esjjSaa”α”.''(イタリック
はり|川蒋）
しかしHelenは，そうしたBastの気侍を理解できない。そのような考え
－－－－－－－ －一J
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方ができるのは死を忘れているからだと反論する。われわれはいずれ死ななけ
ればならぬ運命にある。従ってmOney以外のものに頼らなくてはならない。
死はmoneyの空虚さを氷すものだ。死は人間を減すものだが，しかし，死が
あるからこそ，人間はmoneyfJ,I)ropertyなどの物質的なものに窮繩的lililifi
を鯉めることを拒否せざるを"なくなり,materialislllに終始する生活から救
われるのだ。
Deathdestroysaman:thcideaofDeath"vesllim．(p、253)
しかし，失職して生命の危椛にさらされているBastは,Dcathとtheidea
ofDeathとの無限の相述を鈍くこのHelenのことばについてゆけない。R"t
にとっては,DeathはmOlleyの空虚を教えるもの．Cはなくて，逆にDeath
を巡ざける緊急必要物として,mOneyの価値をI1@5めるものであり，芸術や文
学の空虚さを示すものだ。皮の史けるのも知らず，品沓して鈍くHelenのこ
とばに耳を域けながら，おそらくBastは,Veniceのゴンドラの中から鈍く
Ruskinのことばを談んだとざとMじ感慨を抱いたことであろう－
Andthevoiceinthegondolarolledon,pipingmelodiouslyof
EffortandSelf-Sacrifice,fullofhighpurpoSe,fullofbeauty,full
evenofsymPathyandloveofmen,yetsomelloweludingallthat
wasactualandinsislentillLeonard'sIife･Foritwasthevoiceof
onewhohadneverbeendirtyorhungry,andhadnotguesscd
successfullywhatdirtalldhungerare．(p､52)
Bastが職を失し､妾と共に路頭に迷う身の上になったことは，無虻任な11蝿
を与えたWilcox,さらにそれをとり次いだ自分に戊伍があると感じて，彼ら
夫AI}を無理に汽lliに采せて,Wilcoxの家へ抗縦し就臓の世話を頼みに辿れて
ゆく，その親切な筈のHelenが，州りの切符を与えるのを忘れて立去りその
ため,Bastは妻の腕飾りを賞に入れて汽卓賃を総IIIせざるをえない羽目に陥
る(p.335)。このepisodcはさきの対話が行われた血後のものであることに
よって，いかにHclenがBast夫A!;にI峨Iしようとも，そのi'i梢や，理解に
はいかんともしがたい限界があり，所維彼らはお皿い災なる世界の住人である
ことを強洲するのに役立っている。
さてこのようにLeonar(IBastは生命の危機にさらされて，文学や芸術に対
するIMI心を失い,ther"llhillgismoney,とWilぐ()X的号え〃を抱くように
なるが，彼にはまだ‘抑､がある《，彼は，まがりなりにもlhingsofthespiritに
関心を持ち，毎日乗り物によって自分の家から軸場へと巡ばれて，一日仇にか
じりつき，そしてまた艇りものに述ばれて我が家にAI}ってくるといった単謝な
国47
繰返しの生活に疑問をもち，自分にもわからぬ酎助に駆られてある土硴側，徹
宵，森を歩き廻る(Chapt・XIV)．また，彼には他の人間に対する思いやりが
ある。自分の要が-･"lil,Wilcoxの1"ii}であったのを知ったとき,Helenに与
えるショックを思いやって（姉のMargaretはこのとき,Wilcoxと砧約II!で
ある）それを知らせまいと心を適う。さらにBastは，－1皮,Helenとかりそ
めの関係ができたとき,Jf(災は内縁の妾）に対してこれまでと辿った優しさ
tendemessを抱くようになる。それまでのBastは，若気の過ちから測係ので
きたこの女に,m分は典四人だから，いったん粘蟠するといった必らず結婚
する。嘘はつかない」(P､56)という卿分のことばに縛られて，心ならずも同
椣を銃けてきたのだった。しかしこのHclcnとの関係によっ-て，彼は「紬ﾉ画j
l:1分と饗は岡斌だ」.4Thereisnothingtoch(x)Sebetw"nus,afterall."(p.
335）と考え,Jackyに対して優しく倣舞うように好ﾉJする。つまり岐は脚分
以外の人間のけ為とl.l分の〃為とをM一平IIIi上において結びつけて考えること
ができる。作者Forsterのこの小説におけるII!心テーマあるいは少くともその
一・つは，この「結びつける」ということであるcJLIIIしにも4｡OnlyconnLct…”
ということばが出:かれてある｡このconnectということばに'''者は，単に自分
のi-j為と他人の行為とを紬びつけて考えるということだけではなく,IIil-の人
間のlI'のpassionとproseを結びつけるとかその他のconnectionを含めてい
ると考えられるが，とにかく，この能〃を持つR;DHtは救いに値する人物であ
る。Wilcoxが断罪される雌も火きな遜山も，火にそこにある。彼はこの能〃
を持たないのだ。このことについては後にさらに触れることにしよう。
上述のようにmoncyあるいはpro"rtyは，人間の思考，感慨に虹ﾉﾐな影
響を及ぼし，人間llllの雌解を妨げる大きな陣'jfとなるが，作者はBastの場合
には上のように救いの余地を残してし､る。それに対して,Wilcoxesは全く救
われざる人間として描かれてし､る。彼らは完全にMammonにとりつかれて触全
な人間の心‘附を喪失した亡:荷である。彼らにとってmoneyやpropertyは単
に何かを縛るための子殿ではなくて，それを没僻することが人生を生きる蚊満
唯-･の目的となっ-〔いる。従って彼らの思秒，け為には粥に金銭的配胆が先に
立つ。例えばWilcoxがMargaretと蛾約したとき，先ず彼女の‘猟解を求め
るのは,I]分の恩-j&や娘たちに財産を分けてやらなければならないということ
である。しかも彼は，その譜を具体的に持ちlllすことができず遠胆lしに切り出
すので始め,Margaretは何のことか班解できない。がやがてそれと女(がつい
た彼女は叫ぶ｡－
･4Youmeanmoney.Howstupidlam!"&
Oddlyeilough,hewincedalittleattlleword．"Yes・Money,since
‐_－__』型
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youputitsofmnkly・Iamdeterminedto"justtoau－just
toyou,justtothem・Iamdeterminedthatmychildrenshallhave
nocaseagainstme.”
"Begeneroustothem,"shesaidsharply.(ch・XX)
息子のCharlesに至っては，そうした巷え方が，さらに徹底している。父親
の場合は，まだ幾分，同怖の余地が残されているが，（それは,Margaretと
の結婚を沈者に少しでも受け入れ易し､ようにするための作者の配瞳からであろ
うか)Charl曙は終始，手前勝手で検柄で，脳中ただ金あるのみといったもっ
とも典型的なWilcox的人物として描かれている。そのCharl=も妹のEvie
も，父親がMariggaretと婚約したことを知らされたとき，何よりも先ず胤分た
ちがもらう財･産の城ることを恐れて，その父親の行為を裏切りと感じるのであ
る。
Evieheardofherfather'sengagementwhenshewasinibra
tennistournament,andherPlaywentsimplytopot・Thatshe
shouldmarlyandieavehimhadseemednaturalenough;thathe,
leftalone,shoulddothesamewasdeceitful.(ch.XXV)
、
自分や自分の子供たちの経済的心配しか念頭にない彼らは，自分たちが紬妬
して，あとに独り残されたwidowerの父のことなぞ考えてもみない。
CharlesCarefullyreviewedtheirdealingswiththisfamily,until
hefittedHelen,andMargaret,andAuntJuleyintoanorderly
conspimcy・Paternityhadmadehimsuspicious.Hehadtwochildren
tolookafter,andmoremming,anddaybydaytheyseemedless
likelytogrowupricllmen."Itisallverywell,"hereflected,"the
"tersayingthathewillbejusttoall,butonecan'tbejust
indefinitely.Moneyisn'telastic・What'stohappenifEviehasa
family？And，cometothat，somaythepater･There'llnotlr
enoughtogoround,forthere'snonecomingin,eithertllrough
DollyorPercy.It'Sdamnable!''(XXV)
そうした彼らも，父に対して人雌みの愛'|,'lを持っていないわけではない。
"IdonotintendtoforgettheseSchlegeIsinahurry.AsIongas
they'reontheirIRstkhaviourwe'lll"have,too.Butiflfind
themgivingthcmselvesairs,ormonopolizingmyfather,oratall
ill-treatinghim,orworryinghimwitlltheirartistickastliness,I
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intendtoputmyfootdown,yes,firmly.''(XXI)
このような，すべての思考，心情の上に．moneyが君臨しているWilcox"
の性格はHowardSEndに線返し描かれている。彼らの乗った車が猫を郷いた
とき，「なに，たかがつまらぬ猫一匹arottenmtだ。賠償金を払えばいい」
と泣き叫ぶ少女の女(持に一顧も払わない彼ら(XXV)。また，昔の1,111fがばれ
て狼狽したWilmxは貼約者のMaIgaretが曲:してくれたとき，先ず彼の頭
に浮かぶのは，これを狸にゆすられはしまいかという恐れである。
NotfOrtllefirsttime,hewasthreatenedwithblackmail・He
wasrichandsupposcdtobemoral;theBastsknewthathewas
not,andmightfinditprofitabletohintasmuch．(XXIX)
このように，持てるものはそれを失うまいと執務する。持たざるものが近づ
くとき，盗まれはしまいか，奪われはしまし､か，また利川されはしまいかと筈
戒する。
Whenpeoplewrote_aletterCharlesalwaysaskedwhatthey
wanted.WantWaStohimtheonlycauseofaction.(Xl)
、従って，この両者，持てるものと持たざるものとの間には，そうした瞥戒心
が勘く限り，人と人との心の結びつき，正鮒なpersonalrelationは成立しえ
ないであろう。thepoorに偶するBastでさえ,111に述べたように，その破れ
傘に執若し，礎まれたのではないか，住所を‘汎ねるのは傘を返してくれるため
ではなく；空巣に入ろうという怠図から出たのではないかと疑うのである。こ
のような嫌疑をかけられたMargaretはTotrustpeopleisaluxuryin
whichonlythewealthycanindulge;theI)oorcannotaffOrdit.(p､37)と
考えるが，邪実は必ずしもそうではないことはWilcoxの例からも，また次に
準げる被女の伯趾のことばからも明らかである。音楽会の締り，傘をもらいに
MargaI℃tに辿れられて，その家を訪ねたRaRtが，それほど執著した傘が破
れ傘であったことを恥じて挨拶もそこモこに洲!}ったあとで，伯母は，彼を家に
あげないでよかったという－．
"Weknownothingalmuttiryoungman,Margal℃t,andyour
dIaWing-roomisfullofverytemptinglittlethings."(p.44)
このことばは，平生，なにかというとArt､Literatureということばを得
意げに口にし，その心酔背をもって自任する伯〃も，実は，その心{間において
Wilcoxesに近い人物であることを物謡るものである。これに対して，
MargaretjPHelenはmOneyにとらわれていない人物として描かれている。
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（ただ，彼らがそのようにmoney､propertyに対して余裕のある態艇をとれ
るのも,妻の財産で生活した父とllilじく，WilcoxesやBastのように，パンの
ために額に汗して鋤いたことがないからだという皮肉な兇〃もできよう）とに
かく，彼らにとって蚊も血嬰なのぱpersonalrelationである。人と人との脇頼
であり愛消である。従って彼らは，上の伯母のことばに対して，そんな疑いを
かける位なら，むしろ,Bastが火際に盗人であり，大切にしているalmstle
s…、を全部盗んでいってくれた〃がまだましだと反論する。こうしたぢえ〃
はさきにも触れたその父親の猟脚によるものである。
。･Youremem陸r‘remt，？’&wasoneoffather，sw｡rds－－Rent
totheideal,tohisownfaithinhumannature.Yourememlxrhow
hewouldtruststra仙gers,andiftheyfooledhimhewouldsay,
oIt'sIxattertobefoolcdthantObesuspicious-thutthe
confidencetrickistheworkofmall,butthewant-of-confidcnce-
trickistheworkofthedeVil.” (V)
こうした人間間の理解，｛‘郷{そして愛燗を阻む大きな陣'!fとなるのがsense
ofproIrrtyである。側本でも，俗に「金銭は他人」というが，このことをし、
ったものであろう。moneyの問題は，鯉やかな筈の肉視問の愛怖にさえ，ひ
びを入らせる。その例は上に聯げたWilmxの再妬に対する子供たちの反応に
もあらわれているが，第､1･-一難のMrs.Wilcoxの遮さに対して水す家族の態
度に，より強烈に描かれている。
この単は，例のForster一流の巻頭suIpriseをぶつつけるという手法で始
まりM庵．Wilcoxの死を物班る単である。読者は彼女の域場以来，小i"I1
の他の人物とは異なる世界に住む人間として，大きな関心と興味をもって･1･--
章まで銃み進んできて，突jllとして，彼女の死を告げ知らされるのである。こ
の手法については，1Wの小揃で触れたが，「これからどうなるか」というサス
ペンスで説者を釣ってゆく乎法をあきたらなく思ったForstcrは，その代りに
時々 ，このようなsurpriscをぶつつけて洸者の，ともすればふさがりそうに
なる目を覚まさせようとするかのようである。箭楽をより純粋な芸術形式とし
て愛するForsterは，その作砧に苛楽的手法を川いていると思われるが，この
surpriSeも，筆将の思いすごしであろうが，ハイドンの「驚輝」をまねたので
はないかという女(がする。
それはともかく,Thefuneralwaso,･er.という文噸．ご始まるこの単は先ず
Mrs.Wilcoxの死を仲む家族の追憶を描き出す。ことに夫のHenryは.U,j4b
や娘と顔を合わせることも避けて独り自室に閉じこもり，良き姿，良き母親で
あった彼女の面影を披と共に偲ぶ。
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Hesufferedacutely.PaincameoverhiminsInsms,asifitwas
physical,andevenwhilehewasaimuttoeat,hiseyeswouldfill
withtears,andhewouldlaydownthemoIseluntasted.
Heremem"redhiswiIE'sevengoodnessduringthirtyyears．
◆
Notanythingindctail-notcourtshil)orcarlyraptures-
buljusttheunvaringvirtue,thatsecmedtohimawoman's
I1oblestquality・Somanywomenarecapricious,breakingintoodd
Ilawsofpassionorfrivolity.Notsolliswife，Yearafteryear,
summerandwinter,asbrideandmothcr,shehadkenthesame,
hehadalwayStrustedllcr・Hertendcrness!Herinnmm"!The
wondcrfulinn"enccthatwasheIsbythegiftofG".
このように’自分の感↑IYを.内規にさえ，あらわに兄せることを恐れる彼らは
(5)，もちろんmiに衣わしはしないが，妾を思い雌を偲んで悲しみに沈む。そ
の彼らが,Mrs.Wilcoxの迫首を知らされた途端，手の平を返したように豹
変する。Mrs.Wilcoxは，その捲ち家のHowardSEndを，家を単にprO"rty
としてしかみなさない息子のCharlesには誠らず，その内面的精神的価値を理
解するMargaretに譲りたい旨を，死の間際に鉛箪で走り書きして托児所の
matronに‘絶する。tｵしを受けとった瞬間，彼らの悲嘆は跡かたもなくどこか
にふっとび,彼らは,IJ分たちのpropertyを守るべく団結して立上るのだ。
彼らの蝋にはただsenseofI)ropertyしかない。晩き悲しんだ日分たちの変は
速い過去のもの，いや呪災~Cはなかったような熱さえしてくる。
･4Comein,aUthrecofyou!''criedllisfather,I1olOngerjW〃･
Hestoodinthe"rch,"α〃q/b""",lettersinllishand.
（イタリックは引jM")
Insilencetheydrewuptothebreakfast-table.Theeventsof
yeslerday-indeed,ofthismoming-suddenlyrecededinto
aplstWrem･tethattl艇yseemedKarcelytohavelivedinit.
規子はirをあつめてII俊姫を協i礎し結諭;二述する。その結論はむしろ，協繼
のliIから11Iてし､たといってよい。協識はただ，それをいかに自分に対して'l:"
化するかにあったのだ。彼らはその遺言が病人によって鉛筆で書かれたもので
あり,lli式の下統をふんでいない故に法的幼〃を排たないと結論し破いて火に
くくてしまう。握ったものは雛-ｹまいとする彼らの強間なsenseofproperty
の剛には，肉親の死ぬ間際の切なる願いも--今片の世迷菖と片づけられ-てしまう
のである。
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.Theydidneglectapersonalappeal.
そうした自分たちの行為を彼らは，妻に対する，母に対する裏切りと考えな
い。いや，それどころか，彼らは母親の行為こそ自分たちに対する裏切りと港
えるのだ。
Yesterdaytheyhadlamented:"Shewasadearmother,atrue
wife:inourarencesheneglectedherhealthanddied."To-day
theythought:"Shewasnotastrue,asdear,aswesupp"ed.”…
Mrs，Wilcoxhadbeentreacheroustothefamily,tothelawsof
property,toherownwrittenword.
彼らは，どうして妻が，母が,､その家を自分たちには縦らず,Margaretに
与えようとしたか，全く港えも及ばない。従って，次のEvieのことばは尖に
ironimlである。
"MotherixlievedsoinancestoIstoo-itisn'Llikeherto
leaveanythingtoanputsider,who'dneverapか,錘趣彫9"
（イタリックは引用者）
このように，作者は,money,propertyを人剛llの臘噸さらに愛惜に優先さ
せるWilcoxes,しいてはイギリスのuppermiddle-classの性格を揃烈に描
いている。それと共に作者はまた,Mrs.WilcoXの行為を自分たちの愛梢を
裏切ったものと批判しながら，その遺言を破棄した胤分たちの行為を裏切りと
思い及ばない想像力のなさ,connectする能力の欠如を鋭くゑぐっている。こ
の，作者のことばを借りれば,muddle-headednessは,senseofpropertyと共
に人間と人間との真の理解，イi噸愛情を阻むものとして，作者がもっとも烈し
く糾弾する点である。HelenがBastの子を宿して彼らの前に現われたとき，
Henryは昔，自分がJackyと不倫を犯して妻を裏切ったことを忘れてHelen
を非雌し，亡き妻の思い出をロ演するとして彼女がHowardsEndに泊るこ
とを好そうとしない。
Ihavemychildrenandthememoryofmydearwifetoconsider.
それまで何とかしてHenryの目を覚まさせようと忍耐を続けてきた（今は）
姿のMargaretは，遂に眺忍袋の緒を切って叫ぶ。このシーンは，劇的場而の
少い本沓におけるもっとも劇的なシーンであり，このI'1;品のclimaXといって
よいであろう。
Margaretrushedathimandseizedbothhisllands.Shewas
tmnsfigured.
一
錨ddNotanymoreofthis!''shecried．･jYoushall¥ethecOnnection
ifitkilIsyou,Henry!Youhavehadamistress-IfOrgaveyou.
Mysisterllasalover-youdrivellerfromthehouse.Doyou
seetheconnection？Stupid,hyp“riti“1，cruel-oh，contemptibIe1
-amanwhoinsultshiswifewhenshe'saliveandcantswith
hermemorywhenshe'sdead.Amanwhoruinsawomanforhis
pleasure,andcastsherofftoruinothermen.AndgivesInd
financialadvice,andthensays，heisnotIEsponsible・The=men
areyou..You"n'tremgnizethem,陸mu=youcannotconnect・I've
spoiltyoulongenough・Allyourlifeyouhave"enspoiled･Mrs.
Wilcoxspoiledyou.Noonehasevertoldwhatyouare---muddled,
criminallymuddled.Menlikeyouuserepentan"asablind,so
don'tI℃藤nt.OnlySaytoyourz21f,4WhatHelenhasdone,I've
.done'.” (XXXVIII)
われわれは，この烈しいMargaretのことばに，作者自身のWilcox族に対
する痛烈な弾劾の声を聞く。しかも，裁かれているのはわれわれと無縁な人間
ではない。われわれ自身なのだ。
以上，われわれはmoneyがpersonalrelationに正大な影響を及ぼすとい
う点，さらに，真のpersonalrelationに,¥111勝手な，想像力の欠如からく
るmuddle-headednessがいかに大きな障害となるかという点に関する作者の主
張をみてきた。それでは艶ましい人間関係とはどんなものか。その一例をわれ
われはMaIgaI℃tとHelenとの関係に見出すことができよう。この作品にお
いては女性間の愛附一この場合は姉妹であるが－が描かれ，次の，そして
飛後の作品APassZge#0I鈍〃αにおいては，男と男の間の友情がとりあげ
られているのは興味深いことである。しかし，われわれがこれらを挑むとき，
愛国心を友情に優先させたとしてブルータスを非難したForsterが，作品にお
いて描く愛怖乃至友↑Ifは，いかに頼りない，はかないものであるか感ぜざるを
えない。例えば，このMargaIでtとHelenは趣味や考え方を同じくして，多
くの言葉の媒介を必要としないほど理解と愛↑Iによって結びついた間柄にもか
かわらず,Margaretの結蛎問題を契機として，一時期にせよ仲違いをするの
である。
ThenMargaretthOught,G･Helenisalittleselfish･IhaVenever
khavedlikethiswhenthex℃haszemedachanceofher
marrying."、(p.182)
ここに男には不可解な女性心理が物語られており，それが確かに現実であり
、
ユーニ
一一
割作者のinsightの深さを示す一・証左ともみることができるであろう。だがしか
し，あれほど理解力，抱擁〃にとみ，しかも,Helenのこの上ない理解背であ
る筈のMargaIEtにしては，火に,獣外な考え述いであり，われわれは，人と人
との結びつきのはかなさを，ここにも揃感せざるをえない。そしてそのような
顎りないものに人間の唯一→の救いと希望を託した作荷のpessimism,このlltの
ものに絶対的，永遠的なものを脚めえない彼のpcssimismに思いいたらざる
をえない。ベートーヴェンの第五交響曲の鬼たちはさりげなく咳く－
TheymeIElyolrervedin"ssingthattherewasnosuchthingas
splendourorheroismintheworld……Eventheflamingramparts
'oftheworldmightfall.(ch．V)
「第五」と同じく，この作品は一応happyendingの形をとり，生の禅びと
希ﾂ1にもえるHelenの筒雄で終ってはいるが，その底を流れる，人間のなく
ての笛みのはかなさの肱il!は，洗後なおわれわれの耳に滴えず叫り秤くのであ
る｡
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(1)Galsworthy,TWeM"""""""(KenkyushKled.）
(2)""w'dSE"London(EdwardAmold)1%0．
(3)Ab"鰹"""IEs/"ndon(EdwardAmold)1961.
(4)作者がArt,､Literatureを絶対視していないことは，これらのことばを
Pro"rty,Ropriety,VoteSforWOmenなどのことばと共に常にcapitalletter
で始めていることからも察せられるし，またDWilcox的な考え方をもっている
AuntJuleyに口ぐせようにいわせせていることからも明らかである。例えば－
“WhatdoyouthinkoftheWilcoxes？Aretheyoursort？……DotheyCare
aboutLiterature抑dArt？･･･…LiteratureandArt・Mostimportant."(p.9)
(5)Cf.NotesontheE1'glishChamcter:-
GForitisnotthattheE11glishmancan'tfeel-itisthatheisafraidto
feel．Hehasbeentaughtathispublicschoolthatfeelingisbadform・He
mustnotexpressgreatjoyorsorrow……?0
